


約束された期限に
買ったものを売る、

売ったものを
買い戻す

現時点の値段と
期限の日の値段の

差額だけを
やり取りする

買いでも売りでも
差益を狙う



日経２２５(日経平均)の将来値を予測し、
「上昇すると予測すれば買い（買い建て）、
転売により決済」、「下落すると予測すれば
売り（売り建て）、買戻しにより決済」する
ことにより売買差益を狙う取引です。

日経２２５先物取引は、３月、６月、９月、１２月の第２金曜日の前日を取引最終日とし
て、その期間内において決済しなければなりません。一般的に期日は決済日（SQ日）と言
い、決済日が定められている月を“限月（げんげつ）”と言います。

決済日



そもそも日経２２５とは日本を代表する企業２２５社の株価を平均化
した株価指数のことです。

２２５社 日経２２５平均株価



倒産や上場廃止などの心配がありません！

通常の個別企業の株式のようなインサイダー取引や粉飾決算などの企業
内部のコンプライアンス問題、経営管理能力の欠如による経営指標の大
幅修正に伴う株価の丌安定さに振り回される（悩まさせる）こともあり
ません。

日経２２５平均株価



銘柄選び丌要、とにかくシンプル

日経２２５平均株価

個別企業の株式を買う場合には、
現在上場している４，０００銘柄
近い企業の中から、各企業の業務
内容、業績動向、現在の株価の妥
当性などを一つ一つを調べなけれ
ばなりません。

日経２２５先物は日経２２５の指数の上
下動というシンプルな取引であり、個別
企業選びのような面倒なリサーチは丌要、
日本経済の成長を推測して取引します。

チャート分析や四季報での業績動向の分析など



高い流動性

流動性が低い個別銘柄では、「買いたい時に買えない」、「売りたい時に売れ
ない」といったことがありますが、日経２２５先物は非常に高い流動性を持っ
ているため、取引ができないといった確率は極めて低い商品です。



少ない資金でも運用できる！

日経２２５先物取引は、差し入れた証拠
金の約２０～３０倍の取引ができます。

日経２２５先物のレバレッジ（倍率）は
１０００倍なので１０円上がると
１万円の利益が出ます。
こうしたレバレッジ効果により資金を
効果的に運用できます。

通常の株式投資では１００万円の
株を買うには１００万円が必要と
なります。

≪必要証拠金：松井証券 ４月２４日時点 ￥３３０,０００≫



日経２２５ミニは、２００６年７月より、個人投資家向けサービスとして大証で始まりました。
通常の日経２２５と比較すると、取引単位が１０分の１になり、それに比例して証拠金も１０分の１
でよくなるため、少ない資金で取引に参加できるようになりました。

もちろん、取引数量が１０分の１になるので損失も１０分の１ですが、利益も１０分の１です。
いきなり大きな資金で取引をするのも怖いという方にとっても最適で、入門用としても優れています。

～日経２２５ミニなら通常の１０分の１金額～

≪必要証拠金：松井証券 ４月２４日時点 ￥３３,０００≫

１５１００で１枚売り
＝１００×１００

＝１万の利益

１４９００で１枚売り
＝－１００×１００

＝１万の損失

買いから始める場合

日経２２５先物ミニは１０円上がると１,０００円の利益が
出ます。（値段の刻みが５円単位です。）



日経２２５(ラージ) 日経２２５(ミニ)

必要証拠金※
(1枚当たり)

330,000円 33,000円

取引単位 日経225の1000倍 日経225の100倍

手数料※ 約定1枚 525円 約定1枚 105円

呼値 10円 5円

取引限月
5限月（3月・6月・9月・
12月〔最長1年3ヶ月〕の

5限月取引）

2限月（3月・6月・9月・
12月のうち直近の2限月

取引）

取引時間
9:00～11：00（前場）
12：30～15：10（後場）

16：30～20：00（イブニングセッション）

※ ４月２４日現在 松井証券の金額です。 証券会社によって異なります。



相場の下落時でも利益を追求できる。

一般的に現物取引の場合は利益のチャンスは株価が上昇するときしかありま
せんが、日経２２５先物は「売り」からの取引が可能なので、相場の上昇局
面だけでなく下落局面でも利益を追求することが可能です。

１日、￥１０の値幅をとるだけでも１か月（２０日稼働）で

￥１０×２０日＝￥２００（２０万円）の

利益を出すことができる！

日経２２５先物のレバレッジ（倍率）は１０００倍なので
１０円上がると１万円の利益が出ます。

１５１００で１枚売り
＝１００×１０００

＝１０万の利益

１４９００で１枚売り
＝－１００×１０００

＝１０万の損失

１４９００で１枚買い
＝１００×１０００

＝１０万の利益

１５１００で１枚買い
＝－１００×１０００

＝１０万の損失

買いから始める場合 売りから始める場合



株価は、基本的には需要と供給のバランスによって決まります。即ち、需要(買い)が供
給(売り)より多ければ値上がりし、供給(売り)が需要(買い)を上回れば値下がりします。
そして、株価が経済や社会の動きを映す鏡である以上、株式市場の需給関係のバランス

に影響を不える要因には様々なものがあります。

円高・円安といった為替の動向も株価に大きな影響を不えることがあります。

東京証券取引所は、ニューヨーク、ロンドンと並んで世界３大市場と呼ばれてい
ます。このように世界的なマーケットに占める日本の株式市場は当然のことなが
ら国内だけでなく国際情勢にも敏感に反応します。

メジャーなマクロ商品であるということは、日本経
済や日本企業の現在と未来のありのままの姿を素直

に反映するということでもあるのです。



売り上げや利益などの経済的な数値を見て値動きを
分析する方法のことです。
各国の経済成長率や金利水準率、国際収支や失業率
などといった経済活動の状況を示す経済の基礎的要
因のこと

「経済の基礎的条件」

ＧＤＰ？

雇用統計？ 失業率？

為替？

株価や市場エネルギー(売買高、売買代金)を対象に、
その推移や方向、位置などを分析することによって
将来の株価を予想する手法。
テクニカル分析は、相場低迷期、高騰期の市況判断
や、先駆株、人気株、投機株の選定、また、これら
の株の売買タイミングを判定などの局面で重視され
る。



上昇要因の一例



下落要因の一例
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日銀金融政策緩和
発表

日銀金融政策緩和
発表

リーマンショック

ギリシャ国債
格下げ

サブプライム
ローン問題

株価下落要因

株価上昇要因



◆元本及び利益が保証されていません。

日経２２５先物取引の価格は，対象となる日経平均株価の変動等により値動きします。
相場の変動によっては投資元本（証拠金）を割り込む（または，投資元本以上の損失を被る）場合があります。
また，利益を保証するものではありません。

◆証拠金の追加差し入れが必要な場合があります。

相場の変動によっては，当初差し入れた証拠金では足りなくなり，取引を続けるためには追加の証拠金を
損失の発生した日の翌日までに現金で預けなければならない状況が発生します。

◆証拠金以上に損失が膨らむ可能性があります。

日経２２５先物取引は，取引金額に比べ少額の証拠金により取引します。大きな利益が期待できる一方で，
予想に反して相場が動いた場合，損失が膨らむ可能性があります。その場合，相場の状況に応じて適切な

対応をしないと，取引の担保として預けた証拠金以上の損失になることもあります。

◆債務丌履行時に強制的に決済されることがあります。

証券会社が定める所定の時限までに証拠金を差し入れしない場合は，損失を抱えた状態で建玉の一部
または全てを強制的に決済されることもあります。


